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(1) 高い空間分解能を有する 2 種類のセンサ，すなわち，気液界面のプロフィルを求めるための準超多点点電極セン
サと，液体スラグ，団塊波，およびじよう乱波等の液体塊の時空間挙動を検出するための超多断面ホールドアップ
センサとを開発し，これらを同時に駆使することによって，界面構造の総合的診断を可能としている。
(2) 上昇流と下降流に対する気液界面のプロフィル図および波の時空間様態図を系統的に提示し，気液の流量と流動
方向が界面のプロフィルと波の挙動に与える影響を明らかにしている。
(3) プラグ流領域における液体スラグは，新しく見いだされた隆起頭部，気体スラグの後流部および低ボイド率部か
ら成っていることを明らかにしている。
(4) 下降流のプラグ流領域は，流動様式線図において二分されて存在し，これらの中聞にはこれまで全く知られてい
なかった新しい流動様式である“フォーム流ヘすなわち流路内が薄い液膜のみで仕切られている流れが出現するこ
とを見いだしている。
(5) 波の時空間様態図を与える情報から，波脈を抽出する方法と抽出された波脈から波の挙動に関する主要パラメー
タを決定する方法とを案出している。更に，このようにして決定されたパラメータにクラスタ分析法を適用するこ
とによって，これまで明確な判別が困難であった団塊波とじょう乱波の区別が可能であることを明らかにしてい
る。
以上のように，本論文は気液二相流動現象における気液界面構造についての貴重な時空間情報を提示するほか，全
く新しい視点に立脚した情報分析法である波脈論を構築し，気液二相流の流動機構の解明に対する解くの新知見を与
えている。これらの成果は，機械工学，とりわけ熱流動工学の発展に寄与することがきわめて大きい。よって本論文
は，博士論文として価値あるものと認める。
-488ー
